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地方自治体と大学との連携による主権者教育の意義とその効果

地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
と 

そ
の
効
果
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こ
れ
ま
で
日
本
で
は
充
分
な
主
権
者
教
育
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
八
歳
選
挙
権
の
実
現
に
よ
り
、
そ
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
に
対
し
、
日
本
学
術
会
議
は
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
主
権
者
教
育
重
視
へ
の
転

換
お
よ
び
生
涯
学
習
と
し
て
の
主
権
者
教
育
の
体
制
の
確
立
を
提
言（

（
（

し
た
。
ま
た
、
一
八
歳
選
挙
権
の
実
現
に
伴
い
、
主
権
者
教
育

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
始
め
、
文
部
科
学
省
も
総
務
省
と
連
携
し
、
高
等
学
校
に
お
け
る
主
権
者
教
育
用
副
教
材（

（
（

を
作
成
し
た
。
わ
が

国
に
お
い
て
主
権
者
教
育
の
議
論
が
急
激
に
高
ま
り
、
そ
の
手
法
を
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
社
会
的
な
要

請
で
あ
り
、
か
つ
、
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
主
権
者
教
育
の
手
法
を
理
論
的
背
景
か
ら
検
討
し
た
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
小
中
高
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
別
に
主
権
者
教
育
の
手
法
を
開
発
し
、
そ
の
内
容
が
広
く
社
会
に
普
及
し
、
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
効
果

的
に
主
権
者
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
昨
今
危
惧
さ
れ
て
い
る
若
年
層
の
政

治
参
加
の
低
下
を
解
決
に
導
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
自
治
体
と
大
学
と
が
連
携
し
て
主
権
者
教
育
の
手
法
を
開
発
し
、
実
施
し
て
き
た
経

験
を
ふ
ま
え
、
そ
の
効
果
の
検
証
を
試
み
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二　

先
行
研
究

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
主
権
者
教
育
に
関
す
る
研
究
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
中
学
校
や
高
等
学
校
の
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
主

権
者
教
育
に
当
た
る
授
業
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
（
杉
浦　
二
〇
〇
八
年
、
杉
浦　
二
〇
一
三
年
、
日
本
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム　
二
〇
一
五
年
、
橋
本　
二
〇
一
四
年　
等
）、
海
外
の
主
権
者
教
育
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
（
北
山　
二
〇
一
四
年
、
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ビ
ー
ス
タ　
二
〇
一
四
年
、
長
沼
・
大
久
保　
二
〇
一
二
年 

等
）
が
多
数
で
あ
り
、
主
と
し
て
教
育
学
の
領
域
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

　

政
治
学
の
領
域
で
は
、
政
治
参
加
や
政
治
的
社
会
化
と
い
っ
た
議
論
の
中
で
、
若
年
層
の
投
票
率
は
な
ぜ
低
い
の
か
と
い
う
観
点

か
ら
若
年
層
の
政
治
意
識
を
研
究
の
対
象
と
し
て
き
た
が
、
有
権
者
と
な
る
前
の
小
中
高
生
を
対
象
と
し
て
、
投
票
意
欲
を
涵
養
さ

せ
る
た
め
の
主
権
者
教
育
の
手
法
を
具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
事
例
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
（
築
山
・
小
林　
二
〇
一
一
年
）。

　

主
権
者
教
育
の
主
な
目
的
は
、
有
権
者
と
な
る
前
の
若
年
層
に
対
し
て
投
票
す
る
こ
と
の
意
義
を
伝
え
、
積
極
的
に
政
治
に
参
加

す
る
有
権
者
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
政
治
学
の
領
域
に
お
い
て
も
必
要
不
可
欠
な
論
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

三　

本
論
文
の
位
置
づ
け

　

本
論
文
で
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
愛
知
県
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
度
よ
り
、
若
年
層
に
対
す
る
選
挙
啓
発
事
業
の
一
環
と

し
て
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
模
擬
投
票
を
用
い
た
主
権
者
教
育
を
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
と
し

て
実
施
し
て
い
る（

（
（

。

　

本
論
文
で
は
、
筆
者
お
よ
び
筆
者
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
学
生
が
、
愛
知
県
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し

て
開
発
お
よ
び
実
施
し
た
模
擬
投
票
を
軸
と
し
た
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対
象
と
し（

（
（

、
中
で
も
最
も
実
施
量
が
多
い
、
小
学
校

に
お
け
る
主
権
者
教
育
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
児
童
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た

事
前
意
識
調
査
お
よ
び
事
後
意
識
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、
主
権
者
教
育
を
受
け
入
れ
る

側
の
小
学
校
の
担
当
教
員
、
お
よ
び
、
主
権
者
教
育
を
提
供
す
る
側
の
地
方
自
治
体
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）
に
対
す
る
ア
ン
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ケ
ー
ト
調
査
を
ふ
ま
え
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
主
権
者
教
育

の
今
後
の
課
題
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

四　

調
査
対
象
と
な
る
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（

（
（

　

本
論
文
が
対
象
と
す
る
、
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
主
管
で
二
〇
一
六
年
度
中
に
実
施
し
た
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
は
、
二
〇

一
六
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日
の
期
間
に
市
立
小
学
校
一
五
校
で
実
施
さ
れ
、
六
年
生
が
一
五
校
八
五
六
名
、

五
年
生
が
七
校
五
八
名
の
合
計
九
一
四
名
が
受
講
し
た
。

　

実
施
し
た
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
下
に
内
容
を
説
明
す
る
Ａ
案
・
Ｂ
案
・
Ｃ
案
の
三
案
で
あ
り
、
豊
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
が
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
の
実
施
を
希
望
し
た
各
小
学
校
の
担
当
教
員
に
企
画
案
を
示
し
、
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択

し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
案
実
施
校
が
六
校
（
五
年
生　
三
校　
二
一
名
、
六
年
生　
六
校　
三
二
四
名
）、
Ｂ
案
実
施
校
が
七
校

（
五
年
生　
三
校　
二
九
名
、
六
年
生　
七
校　
四
三
三
名
）、
Ｃ
案
実
施
校
が
二
校
（
五
年
生　
一
校　
八
名
、
六
年
生　
二
校　
九
九
名
）
で
あ
っ

た
。

　

主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
案
は
、
投
票
の
た
め
の
情
報
収
集
方
法
を
学
ぶ
企
画
で
あ
る
。
児
童
が
能
動
的
な
争
点
学
習
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
投
票
行
動
決
定
の
方
法
を
学
び
、
選
挙
公
営
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
解
説
し
た
上
で
、
実
際
に
目
に
し
て

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
授
業
の
概
要
説
明
を
行
い
（
七
分
）、
次
に
、
選
挙
の
際
に

候
補
者
に
つ
い
て
の
情
報
を
知
る
手
段
と
し
て
の
ポ
ス
タ
ー
、
選
挙
公
報
お
よ
び
政
見
放
送
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
順
に
見

な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
穴
埋
め
を
行
う
ワ
ー
ク
（
一
五
分
）、
模
擬
投
票
（
一
五
分
）、
最
後
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
質
疑
応
答
お
よ

び
ま
と
め
を
行
う
（
八
分
）
も
の
で
あ
る（

（
（

。
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主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
案
は
、
正
し
い
情
報
を
得
る
大
切
さ
を
学
ぶ
企
画
で
あ
る
。
内
容
を
知
ら
な
い
で
投
票
す
る
こ
と
で

陥
る
「
投
票
の
罠
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
、
正
し
い
情
報
を
得
て
投
票
す
る
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
自
ら

考
え
て
投
票
す
る
こ
と
の
で
き
る
主
権
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
授
業
の
概
要

説
明
を
行
い
（
二
分
）、
次
に
、
具
体
的
な
事
例
か
ら
情
報
を
き
ち
ん
と
確
認
し
な
い
と
自
分
の
望
む
結
果
に
な
ら
な
い
こ
と
を
説

明
し
、
実
際
の
選
挙
で
も
同
様
に
意
図
し
な
い
結
果
に
な
り
う
る
と
い
う
「
投
票
の
罠
」
に
つ
い
て
学
び
（
一
〇
分
）、
模
擬
投
票

（
一
五
分
）、
授
業
内
容
の
復
習
を
兼
ね
、
正
し
く
情
報
を
伝
え
る
（
受
け
取
る
）
伝
言
ゲ
ー
ム
を
行
い
（
一
〇
分
）、
最
後
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
質
疑
応
答
お
よ
び
ま
と
め
を
行
う
（
八
分
）
も
の
で
あ
る
。

　

主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ
案
は
、
投
票
に
い
た
る
手
順
を
学
ぶ
企
画
で
あ
る
。
公
示
日
か
ら
投
票
日
ま
で
の
様
子
が
示
さ
れ
た

複
数
の
写
真
を
読
み
解
き
、
そ
の
内
容
か
ら
写
真
を
投
票
ま
で
の
正
し
い
手
順
に
並
び
替
え
て
も
ら
い
、
投
票
に
い
た
る
ま
で
の
一

連
の
手
順
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
授
業
の
概
要
説
明
を
行
い
（
二
分
）、
次
に
、

児
童
を
数
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
公
示
日
か
ら
投
票
日
ま
で
の
場
面
が
示
さ
れ
た
写
真
を
見
な
が
ら
、
そ
の
順
番
を
話
し
合

い
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
い
き
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の
作
業
終
了
後
、
答
え
合
わ
せ
お
よ
び
解
説
を
行
い
（
二
〇
分
）、
立
候

補
者
演
説
（
三
分
）、
模
擬
投
票
（
一
五
分
）
の
後
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
質
疑
応
答
お
よ
び
ま
と
め
を
行
う
（
五
分
）
も
の
で
あ
る
。

五　

地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
効
果

　

地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
効
果
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
本
論
文
で
使
用
す
る
事
前
意
識
調
査
お
よ

び
事
後
意
識
調
査
に
つ
い
て
は
、
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
の
直
前
お
よ
び
直
後
に
各
小
学
校
に
お
い
て
、
受
講
者
全
員
を
対

象
に
実
施
し
た
。
本
論
文
の
分
析
に
お
い
て
は
、
条
件
を
揃
え
る
た
め
に
、
政
治
お
よ
び
選
挙
に
つ
い
て
学
習
す
る
六
年
生
の
み
を



264

法学研究 93 巻 1 号（2020：1）

そ
の
対
象
と
し
、
全
て
の
設
問
に
回
答
し
た
サ
ン
プ
ル
の
み
を
使

用
す
る
こ
と
と
し
た
。
最
終
的
な
サ
ン
プ
ル
数
は
四
七
九
人
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
意
識
調
査
の
単
純
集
計
か
ら
、
主
権
者
教
育
の
効
果
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
社
会
お
よ
び
政
治
に
対
す
る
関
心
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
事
前
調
査
で
社
会
に
対
す
る
関
心
が
あ
る
か

ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
八
五
・
〇
％
の
児
童
が
と
て
も
関
心

が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
や
や
関
心
が
あ
る
と
回
答
し
た
（
図
表

1
）。
一
方
、
政
治
に
対
す
る
関
心
が
あ
る
か
ど
う
か
の
設
問
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
七
割
を
下
回
る
六
六
・
八
％
と
な
っ
た
（
図

表
2
）。
小
学
校
六
年
生
の
時
点
で
す
で
に
、
社
会
に
対
す
る
関

心
は
あ
っ
て
も
、
政
治
に
対
す
る
関
心
は
低
い
と
い
う
興
味
深
い

結
果
と
な
っ
た
。

　

事
後
調
査
で
同
様
の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
社
会
に
対
す
る
関

心
に
つ
い
て
は
八
六
・
一
％
が
、
政
治
に
対
す
る
関
心
に
つ
い
て

は
約
九
割
に
の
ぼ
る
八
八
・
九
％
が
、
と
て
も
関
心
が
あ
る
、
あ

る
い
は
、
や
や
関
心
が
あ
る
と
回
答
し
た
（
図
表
3
・
図
表
4
）。

事
前
調
査
で
は
、
全
体
と
し
て
政
治
に
対
す
る
関
心
よ
り
も
社
会

に
対
す
る
関
心
の
方
が
高
い
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
事
後
調
査
に
お

ま
っ
た
く

関
心
は
な
い

あ
ま
り

関
心
は
な
い

や
や
関
心
が

あ
る

と
て
も

関
心
が
あ
る
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図表 1　�社会に対する関心�
（主権者教育受講前）
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図表 2　�政治に対する関心�
（主権者教育受講前）
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い
て
は
、
社
会
に
対
す
る
関
心
よ
り
む
し
ろ
政
治
に
対
す
る
関
心

の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
個
別
ケ
ー
ス
で
み
た
場
合
、
社
会
に
対
す
る

関
心
に
つ
い
て
は
、
過
半
数
の
五
四
・
三
％
に
変
化
が
な
く
、
二

六
・
四
％
の
み
が
関
心
を
高
め
た
が
（
図
表
5
）、
政
治
に
対
す
る

関
心
に
つ
い
て
は
、
変
化
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
三
八
・
〇
％

で
あ
り
、
過
半
数
を
上
回
る
五
〇
・
九
％
が
関
心
を
高
め
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
（
図
表
6
）。
社
会
お
よ
び
政
治
に
対
す
る
関
心
に

つ
い
て
は
、
主
権
者
教
育
の
受
講
前
は
、
社
会
に
対
す
る
関
心
よ

り
も
政
治
に
対
す
る
関
心
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
主
権
者

教
育
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る

こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

次
に
、
社
会
お
よ
び
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
に
つ
い
て
み

て
み
る
。
事
前
調
査
に
お
い
て
、
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
が
好
き

か
ど
う
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
八
四
・
〇
％
の
児
童
が
と
て
も
好
き
、

あ
る
い
は
、
や
や
好
き
と
回
答
し
た
（
図
表
7
）
一
方
、
政
治
に

つ
い
て
の
学
習
に
な
る
と
、
そ
の
割
合
は
7
割
を
下
回
る
六
七
・

二
％
と
な
り
、
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
、
ま
っ
た
く

好
き
で
は
な
い
が
約
三
分
の
一
に
の
ぼ
る
三
二
・
七
％
を
占
め
る

ま
っ
た
く

関
心
は
な
い

あ
ま
り

関
心
は
な
い

や
や
関
心
が

あ
る

と
て
も

関
心
が
あ
る
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図表 3　��社会に対する関心�
（主権者教育受講後）
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図表 4　�政治に対する関心�
（主権者教育受講後）
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（
図
表
8
）。
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
の
形
状
も
図
表
1
と
図
表
7
、
図
表
2
と
図
表
8
は

ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
示
し
て
お
り
、
学
習
意
欲
の
高
さ
あ
る
い
は
低
さ
が
関
心
の
程

度
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

事
後
調
査
で
同
様
の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
、
政

治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
い
ず
れ
も
八
割
以
上
で
と
て
も
好
き
、
あ
る
い
は
、
や

や
好
き
と
回
答
し
た
（
社
会　
八
三
・
一
％
、
政
治　
八
二
・
二
％
）（
図
表
9
・
図
表

10
）。
学
習
意
欲
に
つ
い
て
は
若
干
、
政
治
の
方
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、

ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
の
形
状
を
み
て
み
る
と
、
事
前
調
査
で
は
や
や
好
き
の
次
に
多

か
っ
た
回
答
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
で
あ
っ
た
も
の
が
、
社
会
に
つ
い
て
の
学

習
意
欲
と
同
様
に
、
や
や
好
き
の
次
に
と
て
も
好
き
が
多
く
な
り
、
そ
の
形
状
が

似
通
っ
た
も
の
と
な
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
個
別
ケ
ー
ス
で
み
た
場
合
、
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
に

つ
い
て
も
、
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
に
つ
い
て
も
変
化
し
な
か
っ
た
児
童
が

最
頻
値
（
社
会　
五
六
・
二
％
、
政
治　
四
二
・
八
％
）
で
は
あ
る
が
、
社
会
に
つ
い
て

の
学
習
意
欲
に
つ
い
て
は
二
五
・
四
％
が
、
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
に
つ
い

て
は
四
四
・
九
％
が
学
習
意
欲
を
高
め
た
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
11
・
図
表

12
）。
政
治
と
い
う
も
の
に
対
す
る
学
習
意
欲
は
、
小
学
校
六
年
生
時
点
に
お
い

て
も
、
主
権
者
教
育
の
受
講
前
は
社
会
に
対
す
る
学
習
意
欲
と
比
較
し
て
低
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
が
、
主
権
者
教
育
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
否
定
的
な

200

150

100

50

0

人

－3 －2 －1 0 1 2 3

図表 6　�政治に対する関心の変化�
（主権者教育受講前後）
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図表 5　�社会に対する関心の変化�
（主権者教育受講前後）
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図表 7　�社会についての学習意欲�
（主権者教育受講前）
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図表 8　�政治についての学習意欲�
（主権者教育受講前）
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図表 9　�社会についての学習意欲�
（主権者教育受講後）
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図表 10　�政治についての学習意欲�
（主権者教育受講後）
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イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
払
拭
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
生
活
と
政
治
は
ど
の
く
ら
い
関
係
し
て
い
る
か
と
の
質
問
に

つ
い
て
は
、
事
前
調
査
に
お
い
て
は
、
や
や
関
係
し
て
い
る
と
の
回
答
が
最
頻
値

（
四
〇
・
七
％
）
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
関
係
し
て
い
な
い
、
あ
ま
り
関
係
し
て
い
な

い
と
い
う
回
答
の
合
計
も
一
九
・
八
％
と
二
割
近
く
あ
っ
た
（
図
表
13
）。
事
後
調

査
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
関
係
し
て
い
な
い
、
あ
ま
り
関
係
し
て
い
な
い
と
い

う
回
答
の
合
計
が
三
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
で
、
と
て
も
関
係
し
て
い
る
が

最
頻
値
（
五
九
・
九
％
）
と
な
り
、
ほ
ぼ
六
割
の
児
童
が
と
て
も
関
係
し
て
い
る
と

回
答
し
た
（
図
表
14
）。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
個
別
ケ
ー
ス
で
み
た
場
合
、
五
五
・
七
％
の
児
童
は
回
答
に

変
化
は
な
か
っ
た
が
、
三
八
・
四
％
の
児
童
が
よ
り
関
係
し
て
い
る
方
向
に
回
答

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
表
15
）。

　

主
権
者
教
育
の
中
で
、
直
截
的
に
生
活
と
政
治
は
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
及
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
の
意
義
を
伝
え
る
中
で
、
児

童
自
身
が
生
活
と
政
治
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
主
権
者
教
育
を
行
う
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

　

単
純
集
計
の
最
後
に
、
投
票
義
務
感
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
事
前
調
査
に
お
い

て
は
、
投
票
す
る
し
な
い
は
自
由
で
あ
る
と
の
回
答
が
一
二
・
五
％
、
投
票
は
な
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図表 12　�政治についての学習意欲の変化
（主権者教育受講前後）

図表 11　�社会についての学習意欲の変化
（主権者教育受講前後）
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図表 13　�生活と政治のかかわり�
（主権者教育受講前）

ま
っ
た
く

関
係
し
て
い
な
い

あ
ま
り

関
係
し
て
い
な
い

や
や
関
係

し
て
い
る

と
て
も
関
係

し
て
い
る

300

250

200

100

150

50

0

人

図表 14　�生活と政治のかかわり�
（主権者教育受講後）
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図表 15　�生活と政治のかかわりについての変化
（主権者教育受講前後）
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る
べ
く
し
た
方
が
良
い
と
の
回
答
が
五
三
・
九
％
、
投
票
は
必
ず
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
回
答
が
三
三
・
六
％
と
な
り
、
投
票
は

な
る
べ
く
し
た
方
が
良
い
と
の
回
答
が
最
頻
値
と
な
っ
た
（
図
表
16
）。
一
方
、
事
後
調
査
に
お
い
て
は
、
投
票
す
る
し
な
い
は
自

由
で
あ
る
と
の
回
答
が
五
・
八
％
と
半
分
以
上
減
少
し
、
投
票
は
な
る
べ
く
し
た
方
が
良
い
と
の
回
答
が
四
一
・
八
％
、
投
票
は
必
ず

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
回
答
が
五
二
・
四
％
と
、
投
票
は
必
ず
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
回
答
が
過
半
数
と
な
り
、
最
頻
値

と
な
っ
た
（
図
表
17
）。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
個
別
ケ
ー
ス
で
み
た
場
合
、
約
三
分
の
二
に
あ
た
る
六
六
・
二
％
の
児
童
に
意
識
の
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
約
三
割
に
あ
た
る
二
九
・
一
％
の
児
童
が
投
票
義
務
感
を
増
幅
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
表
18
）。

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
投
票
は
義
務
で
は
な
く
権
利
で
あ
り
、
主
権
者
教
育
の
中
で
は
、
投
票
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
権
者
教
育
を
通
し
て
選
挙
の
意
義
を
学
ん
で
い
く
中
で
、
投
票
に
行
く
べ
き
で
あ

る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
っ
た
様
子
が
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
単
純
集
計
の
結
果
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
主
権
者
教
育
を
受
講
す
る
前
と
後
で
投
票
意
欲
を
規
定
す
る
要
因
が
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
異
な
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育

の
効
果
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
主
権
者
教
育
受
講
前
後
に
お
い
て
投
票
意
欲
が
ど
の
よ
う
な
変
数
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
探
る
。
分

析
手
法
と
し
て
は
、
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
を
用
い
る
。
従
属
変
数
と
し
て
は
投
票
意
欲
を
、
観
測
変
数
と
し
て
は
、

社
会
に
対
す
る
関
心
（
図
表
中
の
変
数
名
（
以
下
、
同
じ
）
＝
社
会
関
心
）、
政
治
に
対
す
る
関
心
（
政
治
関
心
）、
社
会
に
つ
い
て
の
学

習
意
欲
（
社
会
学
習
）、
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
（
政
治
学
習
）、
政
治
に
つ
い
て
の
会
話
の
度
合
い
（
政
治
会
話
）、
新
聞

ニ
ュ
ー
ス
へ
の
接
触
度
合
い
（
新
聞
）、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
接
触
度
合
い
（
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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図表 16　�投票義務感�
（主権者教育受講前）
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図表 17　�投票義務感�
（主権者教育受講後）
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図表 18　�投票義務感についての変化�
（主権者教育受講前後）
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へ
の
接
触
度
合
い
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
）、

生
活
と
政
治
と
の
関
係
性
（
生
活

－

政
治
）、
投
票

義
務
感
、
親
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
接
触
度
合

い
（
親
：
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
）、
親
の
政
治
に
つ
い

て
の
会
話
の
度
合
い
（
親
：
政
治
会
話
）、
親
の
投

票
習
慣
（
親
：
投
票
）、
親
の
投
票
へ
の
同
伴
経

験
（
投
票
同
伴
経
験
）
と
す
る
。

　

ま
ず
、
主
権
者
教
育
受
講
前
の
時
点
に
お
い
て
、

児
童
の
投
票
意
欲
を
直
接
規
定
し
て
い
た
も
の
は
、

影
響
力
の
強
い
順
に
、
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
意

欲
、
投
票
義
務
感
、
親
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
へ
の

接
触
度
合
い
、
親
の
投
票
へ
の
同
伴
経
験
と
な
っ

て
お
り
、
親
の
行
動
に
規
定
さ
れ
て
い
る
度
合
い

が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
間
接

的
に
は
、
親
の
政
治
に
つ
い
て
の
会
話
が
児
童
自

身
の
政
治
に
つ
い
て
の
会
話
を
規
定
し
、
そ
れ
が

児
童
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
社
会
に
つ

い
て
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
投
票
意
欲
を
高
め
て

い
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
接
的
に
も

*** ≦ .005　** ≦ .01　* ≦ .05
N=479　χ2=507.498　d.f.=73　p=.000
GFI=.871　AGFI=.815　RMSEA=.112

図表 19　投票意欲の規定要因（主権者教育受講前）

投票意欲

投票義務感

.204***
.089*

.110**.232***

社会学習

.708***

社会関心

.063*

.169***

.108*

.257***

.096* 親：テレビニュース

政治会話

.191***

.489***

.163*** .201***

インターネットニュース
.146***

.182***
.105*

.254***

政治学習

投票同伴体験

親：政治会話

生活－政治 親：投票

新聞ニュース
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間
接
的
に
も
、
親
の
行
動
が
児
童
の
行
動
や
関
心
、

学
習
意
欲
を
規
定
し
、
投
票
意
欲
へ
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
政
治
的
社
会

化
の
議
論
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
（
図
表
19
）。

　

ま
た
、
主
権
者
教
育
受
講
後
の
時
点
に
お
い
て
、

児
童
の
投
票
意
欲
を
直
接
規
定
し
て
い
た
も
の
は
、

影
響
力
の
強
い
順
に
、
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
意

欲
、
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
、
投
票
義
務
感
、

政
治
に
対
す
る
関
心
、
政
治
に
つ
い
て
の
会
話
の

度
合
い
、
親
の
投
票
へ
の
同
伴
経
験
と
な
っ
て
お

り
、
主
権
者
教
育
受
講
前
と
は
異
な
り
、
児
童
自

身
の
意
欲
や
意
識
、
行
動
が
投
票
意
欲
を
規
定
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
間
接
的
に
は
、

政
治
の
学
習
意
欲
が
政
治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

そ
れ
が
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
投

票
意
欲
を
高
め
て
い
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
児
童
自
身
の
意

識
や
行
動
が
投
票
意
欲
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
主
権
者
教
育
受
講
前
と
の
最
大

図表 20　投票意欲の規定要因（主権者教育受講後）

*** ≦ .005　** ≦ .01　* ≦ .05
N=479　χ2=898.202　d.f.=70　p=.000
GFI=.764　AGFI=.646　RMSEA=.157

投票意欲
.087*.218***

.183***

投票義務感.190***

社会学習
.148**

政治会話

.200***

.136*** 親：政治会話

.087*
.545***

.216***

.622***政治学習

.237***

.215***

.154***

.108*

政治関心

.185***
新聞ニュース

.178***

.247***

.171*** .210***

インターネットニュース

.115*

投票同伴体験

テレビニュース 親：テレビニュース

生活－政治 親：投票
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の
違
い
で
あ
る
（
図
表
20
）。

　

さ
ら
に
、
主
権
者
教
育
受
講
前
後
の
結
果
を
比
較
し
て
み
る
と
、
主
権
者
教
育
受
講
前
に
お
い
て
は
、
親
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
へ

の
接
触
度
合
い
が
児
童
の
投
票
意
欲
を
規
定
し
た
り
、
親
の
政
治
に
つ
い
て
の
会
話
の
度
合
い
が
児
童
の
政
治
に
つ
い
て
の
会
話
の

度
合
い
や
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
接
触
度
合
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
り
、
親
の
投
票
習
慣
が
投
票

義
務
感
や
社
会
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
、
親
の
行
動
が
児
童
の
意
識
や
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
た
。
一
方
、
主
権
者
教
育
受
講
後
に
お
い
て
は
、
児
童
の
意
識
や
行
動
に
対
す
る
親
の
行
動
の
影
響
が
限
定

的
と
な
り
、
児
童
の
意
識
や
行
動
が
親
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
主
権
者
教
育
を
受
講
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
児
童
の
投
票
意
欲
あ
る
い
は
そ
の
他
、
政
治
や
社
会
に
対

す
る
意
識
は
家
庭
環
境
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
親
が
政
治
に
つ
い
て
の
会

話
を
よ
く
し
て
い
た
り
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
て
い
た
り
、
投
票
習
慣
が
あ
る
よ
う
な
家
庭
環
境
に
あ
る
児
童
で
あ
れ
ば
、

政
治
に
関
す
る
会
話
を
す
る
度
合
い
が
高
か
っ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
頻
度
が
多
か
っ
た
り
、
社
会
に
対
す
る
関
心
や
そ
の
学

習
意
欲
が
高
く
、
投
票
意
欲
も
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
権
者
教
育
を
受
講
し
た
状
況
で
あ
れ
ば
、
児
童
の
投
票
意

欲
あ
る
い
は
そ
の
他
、
政
治
や
社
会
に
対
す
る
意
識
は
家
庭
環
境
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
児
童
自
身
の
政
治
・
社
会
に
つ
い
て
の

学
習
意
欲
や
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
接
触
度
合
い
に
依
存
す
る
た
め
、
投
票
意
欲
を
高
め
る
に
は
、

政
治
や
社
会
に
対
す
る
学
習
意
欲
を
か
き
立
て
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
を
増
や
し
た
り
す
る
方
策
が
求
め
ら
れ
る
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
結
果
が
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
権
者
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
投
票
意
欲
は
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
そ
れ
を
高
め
る
余
地
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
主
権
者
教
育
を
行
え
ば
、
家
庭
環
境
に
関
係
な
く
投
票
意
欲
が

規
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
高
め
る
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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家
庭
環
境
と
関
連
し
て
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
強
調
す
べ
き
変
数
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
そ
れ
は
、
親
の
投
票
へ
の
同
伴
経
験
に
つ
い

て
で
あ
る
。
投
票
意
欲
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
の
分
析
の
結
果
、
主
権
者
教
育
受
講
前
の
時
点
に
お
い
て
、
投
票
の
同
伴
経
験
に
つ

い
て
は
投
票
意
欲
を
直
接
規
定
し
、
間
接
的
に
は
、
投
票
義
務
感
を
通
し
て
投
票
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
主

権
者
教
育
受
講
後
に
お
い
て
も
、
投
票
意
欲
を
直
接
規
定
し
、
間
接
的
に
は
、
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
を
通
し
て
投
票
意
欲
を

高
め
る
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
親
の
投
票
へ
の
同
伴
経
験
と
い
う
変
数
は
、
そ
の
他
の
親
の
行
動
に
つ
い
て
の
変
数
と
異
な
り
、

主
権
者
教
育
受
講
の
有
無
に
関
係
な
く
、
児
童
の
投
票
意
欲
を
規
定
す
る
キ
ー
と
な
る
変
数
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

従
来
、
公
職
選
挙
法
で
は
、
投
票
所
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
は
幼
児
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
六
月
よ
り
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
そ
の
他
の
年
齢
一
八
歳
未
満
の
者
も
投
票
所
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
総
務
省
の
通
知
に
よ
れ
ば
、
そ
の
法
改
正
の
趣
旨
と
し
て
、
一
八
歳
選
挙
権
が
実
現
し
、
若
年
層
の
投

票
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
に
鑑
み
、
早
い
段
階
か
ら
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
法
改
正
を
行
っ
た
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
投
票
所
へ
の
同
伴
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
家
庭
で
選
挙
や
投
票
に
関
す
る
こ
と
が
話
題
に
な
る
こ
と
も
そ
の
効
果

と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
師
が
社
会
科
見
学
と
し
て
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
引
率
す
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
と
も
し
て

お
り
、
主
権
者
教
育
の
一
環
と
も
な
る
制
度
改
正
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

こ
の
公
職
選
挙
法
改
正
は
、
本
論
文
に
お
け
る
分
析
結
果
か
ら
し
て
も
理
に
適
う
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
選
挙
啓
発
事
業
に
お
い

て
、
投
票
所
へ
の
子
ど
も
の
同
伴
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
投
票
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
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六　

地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義

　

最
後
に
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
論
文
で

対
象
と
し
た
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
し
込
ん
だ
小
学
校
の
担
当
教
員
、
お
よ
び
、
そ

の
実
施
主
体
の
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
対
し
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
を
問
う
自

由
記
述
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
と
し
て
最
も
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
小
学
校
教
員
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
い
ず
れ
か
ら
も
、
そ
れ
を
受
講
す
る
小
学
生
に
よ
り
年
齢
の
近
い
大
学
生
主
体
で
主
権
者
教
育
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
親
近
感
が
湧
き
、
よ
り
選
挙
や
政
治
に
つ
い
て
伝
わ
り
や
す
く
、
児
童
の
反
応
が
良
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
実
施
以
前
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
み
に
よ
る
主
権
者
教
育
を
実
施
し
た
こ
と

の
あ
る
小
学
校
の
教
員
か
ら
は
、
児
童
の
反
応
が
よ
り
良
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
か
ら
は
、
児
童
の
反

応
が
よ
り
良
く
な
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
学
校
現
場
の
教
員
の
反
応
も
良
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

主
権
者
教
育
そ
の
も
の
の
直
接
的
な
効
果
の
み
な
ら
ず
、
副
次
的
な
効
果
も
指
摘
さ
れ
た
。
小
学
校
の
教
員
か
ら
は
、
年
齢
の
近

い
大
学
生
が
行
っ
て
い
る
こ
と
で
よ
り
親
近
感
が
湧
き
、
主
権
者
教
育
に
か
か
わ
っ
て
い
る
大
学
生
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
側
面
が
あ
る
よ
う
だ
と
の
言
及
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
か
ら
は
、
大
学
生
自
身
の
選
挙
や
政
治
に
対
す
る

関
心
や
意
識
を
高
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
主
権
者
教
育
を
実
施
し
て
い
る
側
の
大
学
生
自
身
の
主
権
者
教
育
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
実
施
す
る
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
複
数
の
企
画
か
ら
の
選
択
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
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規
模
、
学
校
の
特
色
、
政
治
・
選
挙
の
授
業
の
進
み
具
合
か
ら
選
択
で
き
る
こ
と
に
よ
り
評
価
さ
れ
た
。
学
校
の
規
模
や
雰
囲
気
は
、

同
じ
地
方
自
治
体
内
で
あ
っ
て
も
、
学
校
の
あ
る
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
各
地
方
自
治
体
内
部
に
お
け
る

地
域
性
を
考
慮
し
た
企
画
を
複
数
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
学
校
現
場
か
ら
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
主
権
者
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
（
広
く
知
ら
れ
て
い
な

い
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
広
報
の
手
法
に
つ
い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
権
者
教
育
を
申
し
込
み
制
で
は

な
く
、
全
員
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
義
務
化
す
べ
き
と
の
声
が
教
育
現
場
か
ら
も
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
主
権
者
教
育
の
在
り

方
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
教
育
委
員
会
を
も
巻
き
込
ん
だ
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

七　

結
論

　

本
論
文
で
は
、
筆
者
お
よ
び
筆
者
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
学
生
が
、
地
方
自
治
体
と
連
携
し
て
主
権
者
教
育
の
手

法
を
開
発
し
実
践
し
て
き
た
、
模
擬
投
票
を
軸
と
し
た
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
の
検
証
を
試
み
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
児

童
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
事
前
意
識
調
査
お
よ
び
事
後
意
識
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
主
権
者
教
育

を
受
け
入
れ
る
側
の
小
学
校
の
担
当
教
員
、
お
よ
び
、
主
権
者
教
育
を
提
供
す
る
側
の
地
方
自
治
体
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ふ
ま
え
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
児
童
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
主
権
者
教
育
を
受
講
す
る

こ
と
で
、
政
治
に
対
す
る
関
心
や
そ
の
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
、
自
分
の
生
活
と
政
治
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
と
い
う
意
識
や
投

票
義
務
感
が
高
ま
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
主
権
者
教
育
受
講
前
に
お
い
て
は
、
親
の
政
治
的
会
話
の
頻
度
や
メ
デ
ィ
ア
接
触
の
頻
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度
、
投
票
に
同
伴
し
た
経
験
が
あ
る
か
と
い
っ
た
、
親
の
行
動
が
児
童
の
投
票
意
欲
を
規
定
し
て
い
た
が
、
受
講
後
に
は
、
児
童
自

身
の
政
治
関
心
や
社
会
や
政
治
に
つ
い
て
の
学
習
意
欲
と
い
っ
た
、
児
童
自
身
の
意
識
が
投
票
意
欲
を
規
定
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

主
権
者
教
育
を
受
講
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
児
童
自
身
の
投
票
意
欲
は
家
庭
環
境
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
主
権
者
教

育
を
受
講
す
れ
ば
、
そ
れ
は
児
童
自
身
の
学
習
意
欲
や
メ
デ
ィ
ア
接
触
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
が
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
に
お
け
る
主
権
者
教
育
の
必
要
性
で
あ
る
。
主
権
者
教
育
な
し
で
は
、
親
の
行
動
如
何

で
子
ど
も
の
投
票
意
欲
が
規
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
子
ど
も
の
投
票
意
欲
を
高
め
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
主

権
者
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
投
票
意
欲
に
対
す
る
家
庭
環
境
の
影
響
を
払
拭
で
き
る
た
め
、
子
ど
も
の
投
票
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
主
権
者
教
育
を
受
け
入
れ
る
側
の
小
学
校
の
担
当
教
員
、
お
よ
び
、
主
権
者
教
育
を
提
供
す
る
側
の
地
方
自
治
体
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
）
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
地
方
自
治
体
と
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
主
権
者
教
育

の
意
義
と
し
て
、
そ
れ
を
受
講
す
る
小
学
生
に
よ
り
年
齢
の
近
い
大
学
生
が
主
権
者
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
親
近
感
を
湧
か
せ
、
児

童
の
反
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
現
場
の
教
員
の
反
応
も
良
く
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
副
次
的
な
効

果
と
し
て
は
、
大
学
生
が
児
童
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
こ
と
、
ま
た
、
主
権
者
教
育
を
実
施
す
る
側
の
大
学
生
自
身
に
と
っ

て
の
主
権
者
教
育
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

八　

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
研
究
に
残
さ
れ
た
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
、
締
め
く
く
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
本
論
文
で
は
、
主
権
者
教
育
の
実
施
回
数
の
多
い
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対
象
と
し
た
分



279

地方自治体と大学との連携による主権者教育の意義とその効果

析
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
分
析
対
象
を
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
主
権

者
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
主
権
者
教
育
の
効
果
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
ご
と
の
分
析
を
進
め
、
そ
の
特
徴

を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
で
、
主
権
者
教
育
を
受
け
入
れ
る
（
実
施
す
る
）
学
校
現
場
へ
の
寄
与
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
広
く

社
会
と
共
有
し
、
主
権
者
教
育
の
改
善
お
よ
び
そ
の
普
及
へ
の
貢
献
と
し
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
本
論
文
の
結
果
か
ら
、
主
権
者
教
育
の
必
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
親
の
投
票
へ
の
同
伴
経
験
が
子
ど
も
の
投
票
意

欲
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
も
ふ
ま
え
、
投
票
の
際
に
子
ど
も
を

同
伴
す
る
よ
う
勧
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
投
票
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の

親
世
代
の
投
票
率
を
高
め
る
効
果
の
み
な
ら
ず
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
有
権
者
と
な
っ
た
時
の
投
票
率
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

昨
今
、
若
年
層
の
投
票
率
の
低
下
が
叫
ば
れ
、
若
年
層
へ
の
選
挙
啓
発
（
特
に
臨
時
啓
発
）
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
親
世
代
へ
向
け
て
の
選
挙
啓
発
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
親
世
代
の
投
票
率
向
上
が
、
将
来
、
有
権
者
と
な
る
子
ど

も
た
ち
の
投
票
率
向
上
へ
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
常
時
啓
発
と
し
て
の
主
権
者
教
育
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
締
め
く
く
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）　

日
本
学
術
会
議 

政
治
学
委
員
会 

政
治
学
委
員
会
政
治
過
程
分
科
会
「
提
言　
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
低
下
へ
の
対
応
策
」、
二

〇
一
四
年
、
二
〇
頁
。

（
2
）　

総
務
省
・
文
部
科
学
省
『
私
た
ち
が
拓
く
日
本
の
未
来 

有
権
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
』、
二
〇
一
五
年
。
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（
3
）　

二
〇
〇
五
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度
ま
で
は
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
す
べ
て
主
管
で
実
施
し
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
小
学
校
を
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
管
と
し
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
は
中
学
校
も
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
管
と
し
た
。
二
〇
一
九
年
度
現
在
、

高
等
学
校
は
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
管
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
は
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
管
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）　

地
方
自
治
体
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
と
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
総
務
省　
常
時
啓
発
事
業
の
あ
り
方
等
研
究
会
『「
常
時
啓
発

事
業
の
あ
り
方
等
研
究
会
」
最
終
報
告
書　
社
会
に
参
加
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
す
る
主
権
者
を
目
指
し
て
～
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

「
主
権
者
教
育
」
へ
～
』、
二
〇
一
一
年
、
二
二
頁
に
お
い
て
、
全
国
の
常
時
啓
発
活
動
の
事
例
の
中
で
、
大
学
と
の
連
携 

事
例
② 

大
学

の
授
業
、
ゼ
ミ
等
の
活
用
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
、
市
島
宗
典
「
中
京
大
学
に
お
け
る
「
若
年
層
に

対
す
る
選
挙
啓
発
に
関
す
る
政
策
提
案
」
へ
の
取
り
組
み
～
愛
知
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
て
」『V

oters

』
第
五
号
、
二
四
―
二

六
頁
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
主
権
者
教
育
に
お
け
る
地
方
自
治
体
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
と
大
学
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
市
島
宗
典
「
大
学
に
お
け
る
学
び
を
社
会
に　
大
学
生
に
よ
る
高
校
生
の
た
め
の
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」」『V

oters

』
第
二
九
号
、

一
八
―
一
九
頁
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

総
務
省 

主
権
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
議
（
第
二
回
）
配
付
資
料
1
に
お
い
て
、「
多
様
な
手
法
に
よ
る
選
挙
出
前
授
業

の
例
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、http://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000463932.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）　

小
規
模
校
に
お
い
て
は
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
候
補
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
候
補
者
と
児
童
に
よ
る
質
疑

応
答
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
7
）　

二
〇
一
六
年
四
月
二
八
日 

総
務
省
自
治
行
政
局
選
挙
部
選
挙
課
長
発　
各
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
宛
通
知
「
投
票
所
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
子
供
の
範
囲
の
拡
大
に
関
す
る
質
疑
応
答
集
に
つ
い
て
」。

参
考
文
献

市
島
宗
典
「
中
京
大
学
に
お
け
る
「
若
年
層
に
対
す
る
選
挙
啓
発
に
関
す
る
政
策
提
案
」
へ
の
取
り
組
み
～
愛
知
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
連

携
し
て
」『V

oters

』
第
五
号
、
二
四
―
二
六
頁
、
二
〇
一
二
年
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市
島
宗
典
「
大
学
に
お
け
る
学
び
を
社
会
に　

大
学
生
に
よ
る
高
校
生
の
た
め
の
「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」」『V

oters

』
第
二
九
号
、
一
八
―

一
九
頁
、
二
〇
一
五
年

北
山
夕
華
『
英
国
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年

杉
浦
真
理
『
主
権
者
を
育
て
る
模
擬
投
票
』
き
ょ
う
い
く
ネ
ッ
ト
、
二
〇
〇
八
年

杉
浦
真
理
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
す
す
め
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年

総
務
省 

常
時
啓
発
事
業
の
あ
り
方
等
研
究
会
『「
常
時
啓
発
事
業
の
あ
り
方
等
研
究
会
」
最
終
報
告
書 

社
会
に
参
加
し
、
自
ら
考
え
、
自

ら
判
断
す
る
主
権
者
を
目
指
し
て
～
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
「
主
権
者
教
育
」
へ
～
』、
二
〇
一
一
年

総
務
省
・
文
部
科
学
省
『
私
た
ち
が
拓
く
日
本
の
未
来 

有
権
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
』、
二
〇
一
五
年

築
山
宏
樹
・
小
林
良
彰
「
神
奈
川
県
模
擬
投
票
の
教
育
効
果
」、
神
奈
川
県
・
慶
應
義
塾
大
学
編
著
『
自
治
体
の
政
策
刷
新
効
果
と
地
域
力

―
検
証 

ロ
ー
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
一
年

長
沼
豊
・
大
久
保
正
弘
編
著
『
社
会
を
変
え
る
教
育
』
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
21
、
二
〇
一
二
年

日
本
学
術
会
議 

政
治
学
委
員
会 

政
治
過
程
分
科
会
「
提
言 

各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
低
下
へ
の
対
応
策
」、
二
〇
一
四
年

日
本
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
で
創
る
学
校
の
未
来
』
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

橋
本
渉
編
著
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
授
業
―
市
民
性
を
育
む
た
め
の
協
同
学
習
』
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
一
四
年

ビ
ー
ス
タ
、
ガ
ー
ト
『
民
主
主
義
を
学
習
す
る
―
教
育
・
生
涯
学
習
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
四
年

謝
辞

　

本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
主
権
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
お
よ
び
そ
の
実
施
、
さ
ら
に
、
受
講
児
童
に
対
す
る
意
識
調
査
の
実

施
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
た
愛
知
県
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
愛
知
県
豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の
皆
さ
ま
、
お
よ
び
、

愛
知
県
豊
田
市
内
の
選
挙
出
前
ト
ー
ク
実
施
校
の
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。


